事　業　計　画　書（概要書）

転用事業者
住所　○○○○○○
氏名　○○　○○　

1． 転用行為の利用目的･必要性
現在、大月市○○に住宅、大月市○○に事務所を構え事業を営んでいる。今回新たな住宅兼事務所を申出地の隣地（大月市○○）に移転し、事業を継続したいと考えているが、進入路がないことから移転ができない状況である。
既存敷地は○台分の駐車場や事業に使用する乗用草刈り機、刈払い機、チェーンソーなどを保管するための倉庫、資材置き場として利用しているが、従業員の自家用車○台、作業車○台あり、作業開始、終了時には○台の車を停めきれず、その車は通路や道に駐車しており業務への支障や危険が生じている。
また、事業拡大により新たに○人採用する予定があることから新たに○台分（従業員の自家用車○台、作業車○台）の駐車場、資材として刈払い機、モアなどの機器、遠隔地まで運んでいた伐根や剪定枝を置く分のスペースが必要になるが置ききれず、○○㎡程度面積が足りなくなるという理由があるため、申出地は進入路の他、駐車場や機器を置く倉庫、これまで遠隔地まで運んでいた伐根や剪定枝の資材置き場として整備する。
　
　　　　　　
２．土地利用計画
（面積の妥当性）
　　　　　転用により計画するものは進入路○○㎡、転回スペース○○㎡、
駐車場（車庫）○台分○○㎡と倉庫○○㎡、資材置き場○○㎡としたい。
内訳　作業用の３トンユニック、３トンパッカー車、軽トラック、作業員自家用車２台、を置く。
倉庫、資材置き場には刈払い機、モアなどの機器、剪定枝、伐根などを置く。
一体利用地○○については、現在建っている建築物○○㎡を住居兼事業所、空いているスペースを自家用車3台分の置き場（転用事業者用1台、配偶車用1台、来客用1台）○○㎡、物置○○㎡として使用する予定である。


（進入路）
[bookmark: _GoBack]　　　　　市道○○線に接する土地であり、進入路として○○㎡（○ｍ×○○ｍ）必要。

（取水･排水計画）
　　　　　雨水排水・・場内を舗装しないため敷地内浸透
　　　　　住宅用排水・既に設置済。
（造成計画）
　　　　　駐車場（車庫）を整備し、整地や砕石敷を行う。

（周辺農地等への影響･防除策）
　　　　　申出地の周囲は市道と宅地に隣接しており影響はない。

３．転用事業の実施予定時期
　　　　　農用地区域除外申出及び農地転用の許可後、迅速に対応。

４．資金計画（概算）
必要経費　
　造成費　　　　○○万円
建築工事費　　資材置き場（倉庫）整備　○○万円、
駐車場（車庫）整備　○○万円　
計　○○万円　　
資金内容
　自己資金　　　○○　万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　○○万円　　

